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10
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３
日
間
、

福
島
県
立
福
島
高
校
の
合
唱
部
員
30
人

（
顧
問
を
含
む
）
が
串
間
市
を
訪
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
同
じ
『
福
島
』
の
名
前
を
持

つ
、
串
間
市
の
福
島
高
校
の
生
徒
と
交

流
。
市
民
秋
ま
つ
り
文
化
祭
で
は
そ
の
美

し
い
合
唱
で
聴
衆
を
魅
了
し
、
串
間
白
ば

ら
コ
ー
ル
と
の
共
演
も
果
た
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
支
援
の
一
環
と
し
て
取

り
組
ん
だ
『
音
楽
で
紡
ぐ
”
絆
“
創
造

事
業
』。
企
画
・
運
営
を
担
っ
た
東
北
支

援
・
交
流
く
し
ま
実
行
委
員
会
会
長
の
金

川
敏
洋
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ひ
と
つ
に
な
っ
た
思
い

福
島
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
か
ね
て
か
ら
『
福
島
市

の
福
島
高
校
と
交
流
を
持
ち
た
い
』
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
市
で
も
同

じ
思
い
を
温
め
て
い
ま
し
た
。
口
蹄
疫
発

生
や
新
燃
岳
噴
火
な
ど
、
か
つ
て
の
災
害

支
援
の
お
礼
に
と
県
の
「
み
や
ざ
き
感
謝

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
活
用
し
、
東
北
支
援

を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
両
者
の
思
い
が
ひ
と
つ
に
な

り
、
今
回
の
事
業
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

『
遠
』
が
『
縁
』
に

今
回
の
事
業
で
は
、
市
や
民
間
の
各
種

団
体
、
高
校
な
ど
で
実
行
委
員
会
を
結

成
。
皆
が
『
何
か
支
援
し
た
い
』
と
強
い

宮
崎
県
を
襲
っ
た

口
蹄
疫
発
生
と

新
燃
岳
の
噴
火
。

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

多
く
の
支
援
に
勇
気
、

そ
し
て

立
ち
上
が
る
力
を

与
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
。

東
日
本
大
震
災
と
い
う

未
曽
有
の
災
害
が

起
こ
っ
た
今
、

宮
崎
県
民
と
し
て

串わ
た
し
た
ち

間
市
民
に

何
が
で
き
る
の
か
。

感
謝
の
気
持
ち
、

復
興
の
姿
を
表
そ
う
。

こ
う
し
て
生
ま
れ
た

『
音
楽
で
紡
ぐ

”絆
“創
造
事
業
』。

『
福
島
』
と
い
う
名
前
が

２
つ
の
ま
ち
に
新
た
な
交
流
と

絆
を
芽
生
え
さ
せ
た
。

が
ん
ば
ろ
う
。

と
も
に
。

東北支援・交流くしま
実行委員会会長

金川敏洋さん

思
い
を
持
っ
て
い
た
の
で
そ
れ
ぞ
れ
が
主

体
性
を
持
っ
て
行
動
し
、
素
晴
ら
し
い
協

働
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
瞬
間
に
立
ち
会

え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
感
動
的
な
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。
最
終
日
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
地
元
福
島

高
校
の
全
生
徒
が
沿
道
に
並
び
、
福
島
の

生
徒
を
乗
せ
た
バ
ス
を
見
送
っ
た
の
で
す
。

こ
の
と
き
、
重
要
な
学
校
行
事
の
最
中
で

し
た
が
、
校
長
先
生
の
判
断
で
見
送
り
を

敢
行
。
約
３
０
０
名
近
い
生
徒
の
列
は
圧

巻
で
、
見
る
者
の
胸
を
熱
く
し
ま
し
た
。

福
島
市
の
あ
る
生
徒
は
こ
う
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。「
串
間
で
最
も
感
動
し
た
の

は
、
関
係
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
温
か
い

気
持
ち
で
す
。
そ
の
気
持
ち
が
う
れ
し

か
っ
た
」
と
。
深
く
心
に
響
き
ま
し
た
。

串
間
と
福
島
。
今
回
が
交
流
の
始
ま
り

で
す
。
人
の
行
き
来
は
も
ち
ろ
ん
、
地
場

産
品
の
流
通
で
の
交
流
も
図
っ
て
い
け
た

ら
い
い
で
す
ね
。
遠
く
て
も
『
福
島
』
と

い
う
名
前
で
結
ば
れ
た
両
市
の
縁
。
こ
の

縁
を
大
切
に
こ
れ
か
ら
も
『
縁
距
離
交

流
』を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※串間での交流の様子は、来月号「くしまっこ紹介」で福高生（串間市）がレポートします。
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今
年
の
冬
も
恒
例
の
「
串
間
の
よ
か

む
ん
味
だ
よ
り
・
冬
の
便
」
の
申

し
込
み
受
付
を
始
め
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
「
南
国
・
串
間
」
の
香
り
を

目
い
っ
ぱ
い
詰
め
込
ん
だ
「
味
だ
よ
り
」。

遠
く
離
れ
た
あ
の
方
に
お
届
け
し
て
、
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
ま
せ
ん
か—

。

　

今
冬
の
セ
ッ
ト
は
、
３
つ
の
タ
イ
プ
を

ご
用
意
。
贈
る
あ
の
方
の
顔
を
思
い
浮
か

「黄金の瀬セット」天ぷら用味付すり身

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る

あ
な
た
か
ら

を

お
届
け
し
ま
す
。

よ
ん

か
む

串
間
の

串間市の旬の食材を豊富に詰め合わせま
した。食卓が明るく、笑顔で包まれるセッ
トです。

串間市の個性豊かなものを詰め合わせま
した。今、話題の食材から懐かしい食材
が一度に味わえるセットです。

地元の海産物を中心に詰め合わせまし
た。お魚・お肉両方好きな方にはたまら
ないセットです。

お茶　西谷園、川島茶園、葉香園
南の香り（サキヒカリ）　松田農産
ごぼう巻　内野蒲鉾店
甘藷　（株）串間青果地方卸売市場
ちりめん　猪塚水産
地鶏炭火焼　権代ファーム
夢の塩　（有）大田商店
マリーの万能ごまだれ　たいき食品
けせん団子　ミドリヤ菓子舗
大納言しぐれ　山下製菓堂

お茶　西谷園、川島茶園、葉香園
もち米　江藤米穀店
中巻かまぼこ　マルケイ川畑蒲鉾店
甘藷　（株）串間青果地方卸売市場
グァバドリンク　宮崎果汁（株）
鶏・炭火焼　（有）クシマフーズ
醤油こうじ　（株）松尾醸造場
かつおみそ　まるき商店
あくまき　江藤米穀店
おいもちゃん　玉味製菓（有）

お茶 西谷園、川島茶園、葉香園
天ぷら用味付すり身　マルケイ川畑蒲鉾店・内野蒲鉾店
イカミリン　（有）内野水産
トビウオ開き　（有）内野水産
粒うにあわび漬け　（有）磯田物産
あんなん餃子　餃子専門店あんなん
手羽ギョーザ　（有）クシマフーズ
チーズ饅頭　玉味製菓（有）
寿甘藷のスウィートポテトのシュークリーム　（有）はとや

都
と

井
い

岬
み さ き

セット
冷蔵

幸
こ う

島
じ ま

セット
冷蔵

黄
お う

金
ご ん

の瀬
せ

セット
冷凍

串間の特産品
「よかむん味だより〜冬の便〜」
大好評受付中。

べ
な
が
ら
、
お
好
み
の
セ
ッ
ト
を
お
選
び

く
だ
さ
い
。

　

味
だ
よ
り
は
、
全
国
ど
ち
ら
へ
送
っ
て

も
送
料
込
み
の
１
箱
５
，
５
０
０
円
（
税

込
み
）。
お
得
な
セ
ッ
ト
で
贈
り
物
に
最

適
で
す
。

　

お
歳
暮
に
、
お
礼
代
わ
り
に
、
そ
し
て

季
節
の
お
便
り
に
、
ど
う
ぞ
幅
広
く
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

（
い
い
も
の
）

◎料金＝１セット５，５００円 ( 税・送料込み )
◎�注文方法＝商工会議所、市役所 ( 商工観光スポーツランド推

進課 )、各支所、「岬の駅」都井岬、チャレンジくしまアンテ
ナショップ宮崎に備え付けてある注文書に必要事項をご記入
の上、お持ちいただくかファックスにてお申込みください。

◎申込締切＝11月30日(金)
◎発送日＝12月7日(金)

〒８８８‐０００１　宮崎県串間市大字西方５６５７
串間商工会議所内串間市地場産業振興対策協議会
TEL・FAX ０９８７（７２）０５０６

申込・問い合わせ先
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結婚50年の節目「金婚」。
串間市では、今年58組のご夫婦が金婚を迎えられました。

おめでとう
ございます。

45組のご夫婦が参加されました。

江﨑光郎・律子さん
(上園田)

蓑輪幸彦・美代子さん
(宮ノ浦)

川﨑敏大・千鶴子さん
(三幸ヶ野)

山口幸雄・敦子さん
(内ノ畑)

島田秋男・フミ子さん
(中福良)

田中勇・冨子さん
(上町)

谷口十一・シヅ子さん
(仲町)

津曲德光・トシエさん
(片野)

井黒清一郎・ミエ子さん
(仲)

山口晃・レイコさん
(一氏)

世良田陸稔・セツ子さん
(徳間)

吉松俊則・和子さん
(東本西方)

實藤悟・孝子さん
(下代田)

鈴木傳・和子さん
(西郡元)

前田定一・アイ子さん
(小城久保)

岩切司・篤子さん
(立宇津)

村上正勝・惠子さん
(奈留)

新名順一・ハルミさん
(上郡元)

松下壽・ミキ子さん
(東上池)

井上淳・トシ子さん
(谷ノ口)

田中春一郎・キヌ子さん
(石原)

竹下正・秀子さん
(上町)

山下三好・カツヨさん
(大島)

山下政男・セツミさん
(宮ノ浦)

堀口勉・タカ子さん
(大平)

武田吉助・マス子さん
(下田口)

江藤溜・レイ子さん
(市ノ瀬４区)

上田久二・ミチ子さん
(仲町)

西田利美・勝子さん
(西ノ園)

西村守・征子さん
(南今町)

星田勇・京子さん
(三ヶ平)

武田清三・七子さん
(胡桃ヶ野)

若松豪二・律子さん
(子持田)

江藤久満・美津枝さん
(市ノ瀬４区)

内田明義・公子さん
(下園田)

坂本昭良・節子さん
(泉町)

小原文夫・美智子さん
(上小路)

谷口哲朗・紀代子さん
(古大内)

長友五男・富子さん
(西小路１区)

斧俊一郎・スミ子さん
(鍛治屋)

井手武文・昌子さん
(迫)

野田正幸・ユウ子さん
(有明１区)

山口藤雄・ユクヨさん
(立宇津)

谷口茂樹・ミドリさん
(上新町)

井口孝行・孝子さん
(天神) ※都合によりお一人での出席でした。

T h e  5 0 t h  a n n i v e r s a r y  c o n g r a t u l a t i o n !

▲串間市金婚記念祝賀会

結
婚
50
年
の
節
目
「
金
婚
」
を
祝
う

金
婚
記
念
祝
賀
会
が
10
月
12
日
、

串
間
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
市
内
で
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご

夫
婦
は
58
組
。
祝
賀
会
に
は
そ
の
う
ち
45

組
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夫
婦
円
満
を

喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

会
で
は
野
辺
修
光
市
長
が
「
次
は
結
婚

75
周
年
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
婚
へ
の
出
発
点

と
し
て
、
健
康
で
潤
い
あ
る
日
々
と
な
る

よ
う
お
祈
り
し
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉

を
述
べ
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
。

　

喜
び
も
悲
し
み
も
、
良
い
と
き
も
悪
し

き
と
き
も
、
夫
婦
と
も
に
分
か
ち
合
っ
て

き
た
50
年
。金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
夫
婦
円
満
で
お
元

気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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2Scene

笑って元気になりました

　10 月１日、大分県観光特使
である矢野大

たい

和
わ

さんの講演会が、
幸島ドライブインと総合保健福祉
センターでありました。それぞれ、
NPO 法人レインボーツリーとくしま
市民活動交流センター「パナップ」
が主催。矢野さんの「口演」の
多くは「笑って元気」がテーマで
す。身振り手振りを使った軽妙な
話しぶりに、会場は元気な笑い声
と笑顔でいっぱいになりました。

市木地区
安部サチ子さん
平塚民子さん
八代律子さん

INTERVIEW

心から元気に

大笑いしました。笑うことは沈んでいた
心を元気にするので、とても楽しかった
です。人との話し方、接し方ひとつでも
印象が違うということが勉強になりまし
た。また来てくださるときは、知り合いも
誘って、一緒に大笑いに来たいですね。

野菜づくりの知識を学ぶ

　10月６日、串間市人材育成推進
協議会（奥村善朗理事長）が主
催する野菜づくり教室が開かれまし
た。農協などに勤務経験のある理
事長が自ら講師を担当。昨年から
定期的に開催しています。今回は
25 名が参加し、野菜の分類や土と
の相性などを勉強。具体的な世話
の仕方を積極的に質問していまし
た。その後、近くの畑に移動。教
わりながらダイコンの種をまきました。

3Scene

御崎馬と人間の知恵比べ

　９月29日、都井岬で伝統の『馬
追い』がありました。都井御崎
牧組合や宮崎大学、市や中山間
盛り上げ隊などから約８０人が参
加。年に１回、ダニ駆除などのた
めに行われています。台風接近に
よる雨と霧で視界が悪い中での作
業は人間と馬の群れとの知恵比べ。
参加者は竹の棒で馬を追い立て、
列を作り包囲。８５頭のうち５８頭
を２カ所の柵の中に収容しました。

1Scene

中山間盛り上げ隊

吉元まゆみさん

INTERVIEW

貴重な体験に

普段行けない場所まで、馬を探しに行
きました。まるで日本ではないような風景
に感動しましたね。馬と対峙したときは
少し怖かったです。でもちゃんと人間を
避けていったので、馬は賢い動物だと
感じました。来年もぜひ参加したいです。

大束地区・大平

遠山ひろみさん

INTERVIEW

日々勉強です

昨年串間に移住してきました。野菜づ
くりは全くの素人でしたが、先生のおか
げでキュウリやナスなどたくさんの野菜
を作ることができました。今では家の前
が畑になっています。野菜づくりは勉強
の日々です。これからも頑張りたいです。

My Town Topics

まちの話題
市内の話題や出来事などを写真を交えて紹介します。

地域づくりに生かします

　10月20 から21日にかけて、串
間市人材育成推進協議会主催の
視察研修がありました。串間市青
年団体連合会に属する団体と一般
からの参加者で、鹿児島県の「か
ごっまふるさと屋台村」や「桜島
ビジターセンター」、「九州電力山
川発電所」などを訪問。参加者は
担当者や経営者の話を聞きながら、
実際にツアーを体験するなどして、
今後の活動の参考にしていました。

5Scene

地域力で開催、市木柱松

市木小３年

大下桃華さん

INTERVIEW

投げ方が大変

１年生のときから毎年『子供柱松』に
出ています。ボール（手松）を投げる
のはむずかしいので、友だちとたくさん
練習をしました。今年も入れることはで
きなかったけど、すごく楽しかったです。
来年は入れられるように、がんばります。

　10月７日、市木地区伝統の火祭
りがありました。市木小学校児童
による『子供柱松』で開幕。同
保育園児による『松の下笹踊り』
や、高畑山航空自衛隊によるひょっ
とこ踊りも華を添えました。高さ約
20ｍの柱松は地元の男たちが人
力で立ち上げます。男たちが投げ
る松明は見事なアーチを描き、約
10 分後には頂上の籠に点火。会
場は大いに盛り上がっていました。

市木地区・上石波

渡邉尚さん

INTERVIEW

今後に役立つ

すごく勉強になる研修でした。特に桜島
での研修が参考になりました。そこにし
かないものを見つけて、地域活性化に
活かす。それを「商品」として提供して
いることは素晴らしいと思いました。今
後自分の地域に活かしていきたいです。

6Scene

10 月５日、大束地区・広野で『もぐらもち』がありました。『もぐらも
ち』は無病息災と五穀豊穣を祈願する祭りで、 各家庭では月見の祝
い座に数々のお供え物や料理を並べては見学に来た人などを温かくも
てなします。今年もメゴスリたちが家 を々訪問し、盛大に無礼講を働
きました。メゴスリをはやし立てる子どもたちの「もぐらもちや、どんど
こせ」のかけ声が威勢良く響く中、秋の夜は賑やかにふけていきました。

無病息災と五穀豊穣の伝統のまつり『もぐらもち』 メゴスリに抱かれ
泣く赤ちゃん

串間の安全を誓いました

　10月６日、文化会館で第９回串
間市地域安全・交通安全市民大
会が開かれました。「みんなでつく
ろう安全で住みよいふるさと串間」
「交通安全ゆずる優しさ待つゆと
り」をスローガンに、長年尽力さ
れてきた方々への表彰や串間警察
署からの総括も行われ、交通安全
への意識を高めました。宮崎県警
察音楽隊による演奏や抽選会もあ
り会場は大いに盛り上がりました。

4Scene

福島地区・鹿谷

木島克己さん

INTERVIEW

あいさつ大事

受賞できたのは地区の皆さんのご協力
のおかげです。毎週１回はパトロールを
行っています。最近は地域の『絆』が薄
くなってきていると感じます。地域のつな
がりは、あいさつが基本。これからも地域
の安全のために尽力していきたいです。

プラス
まちの話

題

【お詫びと訂正】　先月号の当ページでご紹介した『堀透君』は『堀祐樹君』の間違いでした。お詫びして訂正いたします。
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高齢者虐待を防ぎましょう  　
『
虐
待
』
に
は
、
ど
の
よ
う
な
虐
待

 
が
あ
り
、
そ
の
結
果
ど
の
よ
う
な
事

 
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か

① �
身
体
的
虐
待
…
後
遺
症
を
残
し
た

り
、
死
に
至
る
こ
と
も
。

② �

心
理
的
虐
待
…
子
ど
も
の
心
に
不
安

や
お
び
え
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

③ �

ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
・
怠
慢
）

…
発
育
・
発
達
が
遅
れ
た
り
、
栄
養

失
調
や
脱
水
症
状
な
ど
か
ら
死
に
至

る
こ
と
も
。

④ �

性
的
虐
待
…
異
性
へ
の
嫌
悪
感
を

植
え
つ
け
る
な
ど
、
子
ど
も
の
心
身

に
大
き
な
傷
を
残
し
ま
す
。

 

こ
れ
っ
て
『
し
つ
け
』
？

 

そ
れ
と
も
「
虐
待
」
？

◆
体
罰
の
正
当
化

◆
言
葉
の
暴
力

◆�

子
ど
も
の
年
齢
に
あ
わ
な
い
無
理
な

要
求

＊�

保
護
者
に
と
っ
て
は
『
し
つ
け
』
の

つ
も
り
で
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
有

害
な
ら
ば
『
虐
待
』
に
な
り
ま
す
。

虐
待
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
あ
っ
て

も
、
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

〜
保
護
者
の
方
へ
〜

　

子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
が
と
き
に
子
ど

も
へ
の
虐
待
の
引
き
金
と
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
は
、
ひ
と
り

で
抱
え
込
ま
ず
、
周
囲
の
人
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

〜
市
民
の
皆
さ
ま
へ
〜

　
「
も
し
か
し
て
虐
待
か
も
？
」と
思
っ

た
と
き
に
は
、
確
証
が
な
く
て
も
相
談

（
通
告
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
で
も
間
違
い
だ
っ
た
ら
…
」
と
相
談

を
た
め
ら
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

通
告
を
受
け
た
後
虐
待
と
決
め
つ
け
ず

に
慎
重
に
調
査
を
し
ま
す
し
、
通
告
者

を
知
ら
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

む
し
ろ
手
遅
れ
に
な
る
前
に
、
た
め

ら
わ
ず
に
通
告
す
る
こ
と
が
子
ど
も
の

未
来
を
守
り
、
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
保

護
者
を
救
う
一
歩
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

『
相
談
・
通
告
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関
』
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福
祉
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健
課
子
育
て
支
援
係
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前
８
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後
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＝
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間
市

総
合
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健
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
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−

０
３
３
３

＊�

午
後
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時
〜
午
前
８
時
＝
串
間
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役

所
☎
72

−

１
１
１
１

●
児
童
相
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所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０

−

０
６
４

−

０
０
０

＊�

都
城
児
童
相
談
所
な
ど
地
域
の
児
童

相
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ま
す
。

●
都
城
児
童
相
談
所

　

☎
０
９
８
６

−

22

−

４
２
９
４

●
家
庭
児
童
相
談
室

　
（
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

＊�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
＝
☎
72

−

５
７
８
３

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健
課
子
育

て
支
援
係
☎
72

−

０
３
３
３
（
内
線

５
０
２
）

■子育て支援

Parenting 
Support

子育て支援情報

「みんなで守ろう
子どもの未来」
●

11月は児童虐待防止推進月間です。

12

市 政 ニ ュ ー ス

　高齢者虐待は、虐待をしている人にもされている人にも自覚がない場合があります。大きな問題が
発生する前に支援するためには、地域住民の皆さんからの情報提供が不可欠です。下記のような事例
に気づいた場合には、ぜひご連絡ください。

身体的虐待 たたく　つねる　殴る　ベッドに縛り付ける　意図的に薬を過剰に与える

介護・世話の放棄・
放任（ネグレクト）

水分、食事を十分に与えず、脱水状態や栄養失調の状態にする　劣悪な環境
で生活させる

心理的虐待 怒鳴る　ののしる　子ども扱いする　無視する

性的虐待 わいせつな行為を強要する　排泄の失敗などに対して、懲罰的な対応をする

経済的虐待 本人のお金を渡さない、使わせない　本人の年金や財産を無断で使用したり
処分する

・串間市地域包括支援センター ☎72-００２３（月〜金、午前８時半〜午後５時15分）※夜間および休日、祝日を除く

・串間市役所　　　　　　　    ☎72-１１１１（夜間、休日、祝日）

●問い合わせ先

子育てを
楽しむヒント
①まわりの人に上手に頼ろう
②子育て仲間をつくろう
③�子どもの成長は十人十色、
育児を頑張り過ぎないで
④�ときには、子どもと離れる
時間をつくろう
⑤�地域の子育て支援センター
などを利用しよう

「児童虐待」や「障がい者虐待」、「ドメスティックバイオレンス（DV）＝
配偶者からの暴力」と同様、高齢者に対する虐待も全国的に大きな問題
となっています。平成18年４月１日から「高齢者虐待防止法（高齢者の養
護者に対する支援等に関する法律）」が施行されました。

１．暴力を受けている、怒鳴られる、年金を取られるなどと訴えている □
２．あざや傷があるのに理由を聞いてもはっきりしない □
３．家族が介護でとても疲れていたり、高齢者の悪口を言っている □
４．介護や病気について相談する人がいないようだ □
５．一人暮らしや高齢夫婦世帯で、最近、姿を見かけなくなった □
６．高齢者を訪ねると家族に嫌がられたり、会わせてもらえない □
７．昼間でも雨戸がしまっている □
８．家の周囲にゴミが放置されたり、異臭がする □
９．郵便受けが新聞や手紙で一杯になっている □
10．家から怒鳴り声や泣き声が聞こえたり、大きな物音がする □
11．暑い日や寒い日、雨の日なのに高齢者が長時間外にいる □
12．高齢者が道路に座り込んだり、はいかいしていることがある □
13．介護が必要なのに、サービスを利用している様子がない □
14．高齢者の服が汚れていたり、お風呂に入っている様子がない □
15．最近、セールスや営業の車が来ることが多くなった □
16．家族がいるのに、いつもコンビニなどで一人分のお弁当を買っている □

●高齢者虐待とは

●高齢者虐待に気づいたら

チェック欄

『
気
づ
き
』か
ら
は
じ
ま
る
第
１
歩
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実 施 項 目 取 り 組 み 状 況

（１）職員の意識改革と資質の向上
・�市民の視点に立った行政サービス

の実施

・ゼロ予算事業の推進

地方公共団体を取り巻く環境は近年急激に変化しており、これに的確に対応するための
新たな人材育成の方策に取り組む必要があります。
こうした状況に対応できる人材を育成するため、本市が求める職員像およびその要件を
明らかにするとともに、その実現とそのために必要な能力開発への取り組みを総合的
視点から定めた人材育成基本方針改訂版を策定しました。

各課から提案されたゼロ予算事業に取り組みました。
（主なゼロ予算事業の取り組み）
・月に2回、職員が自治会に行政連絡文書を配達しました。（効果額：946千円）
・職員による市役所敷地内などの清掃に取り組みました。
・市役所に設置しているＡＥＤの無料貸し出しを行いました（４件）
・�電気代の削減や急激な温度変化による体調不良などを防ぐため、夏は軽装、冬は一枚

羽織る、膝掛けをつかうなどして、暖・冷房を作動させる時間を短くしていく、クール
ビズ・ウォームビズ徹底運動に取り組みました。

（2）市民との協働による市政の確立
・�ＮＰＯやボランティア団体との協

働

・災害時要援護者避難支援

・�くしま市民活動交流センター準備室を設置し、市民向け協働研修会（90名参加）や
市民活動相談事業（5団体）、ＮＰＯ設立支援（2団体認証）を実施しました。

・�協働商談会を２回実施し、行政の事務事業を洗い出し、市民団体へ協働事業として31
事業を提案しました。

社会福祉協議会において「地域支え合い体制づくり事業」を活用して、「串間市要援護
者支援システム」を導入。
万一の災害時に災害時要援護者の避難がスムーズに行えるよう、高齢者や障がい者な
どの災害弱者のデータをシステムに入力、災害時要援護者のデータを一元管理できる
ようになりました。

（３）時代に即応した行政組織機構の整備
・組織機構の見直し 時代に即応した組織づくりを行うため、組織改編を行いました。

・�福島高等学校存続や中学校の学校再編など重要課題への対応について、専念して取り組
む体制作りが必要であることから、教育委員会事務局を学校政策課と生涯学習課に分離

・�スポーツ振興や生涯学習の推進、指定管理者導入施設への指導監督など取組強化を
図るため、生涯学習係をスポーツ振興係と生涯学習係に分離

・�串間駅西部土地区画整理事業について、専念して取り組む体制づくりが必要であるこ
とから、都市計画管理係を都市計画係と管理係に分離

（4）自主性の高い財政運営の確保
・経常経費の見直し

・負担金・補助金の見直し

・未利用財産の売り払い

・行政評価の充実

・未収金の徴収体制の確立

�当初予算編成時に、各課等における全体の範囲内における一般財源を基準とした範囲
額において、前年度当初予算額の範囲内としました。施設の燃料費、扶助費など増額と
なりましたが、補助費や施設補修に係る経費などの減額により、対前年度で40,000千
円の減（1.3％の減）となっています。

市単独による各種運営補助金および事業補助金について、前年度当初予算額の範囲内としました。
　・廃止　4件　▲348千円　　　・継続　8件　 ▲12.997千円　

�未利用財産の売り払いについては、ＨＰや紙面による情報発信を行い、未利用財産の
処分を進め、維持管理費の縮減、財源確保を図りました。
　・土地　11件　31,172,918円
　・建物　 2件　 3,026,200円
　・物品　 1件　　　10,000円　　合計34,209,118円

�成果指標を取り入れた評価シートなどにより、事務事業評価の充実に取り組みました。
　●対象事業　　２６６事業　　うち継続する事業　１５１事業
　　　　　　　　　　　　　　新規事業　　　　　 ５２事業
　　　　　　　　　　　　　　完了・その他　　　   ６３事業
　�継続事業（151事業）・新規事業（52事業）のうち、採択した事業は192事業、不採択事
業7事業、保留事業4事業となっています。

�未収金を収縮し、税負担などの公平性と自主財源の確保を図るため、市税等収入金の
収納率向上に努めました。
（平成23年度収納率等）	
・市　　　　　　　　税………現年度 96.94％………過年度 22.25％
・国 民 健 康 保 険 税………現年度 92.87％………過年度 22.04％
・介 護 保 険 料………現年度 98.93％………過年度 20.77％
・後期高齢者医療保険料………現年度 99.36％………過年度 36.21％
・保　　 　育　　 　料………現年度 97.18％………過年度 17.20％
・市 営 住 宅 使 用 料………現年度 97.69％………過年度 11.17％
・下 水 道 負 担 金………現年度 95.75％………過年度 17.45％
・下 水 道 使 用 料………現年度 99.04％………過年度 58.65％
・水 道 料（上水）（※1）………現年度 91.32％（※2）過年度 93.96％
・水 道 料（簡水）………………現年度 99.35％………過年度 84.03％
・診療費患者負担金（※1）………現年度 93.54％………過年度 49.03％
※1 �公営企業会計である水道料（上水）および診療費患者負担金については平成24年3月31日現在、その

他については出納整理期間の関係で、平成24年5月31日現在の収納率となっています。
※2 �水道料（上水）現年度については３月分水道料の納入期限が4月10日であるため、当該収入が一部含ま

れておりません。

（５）事務事業の整理合理化及び業務執行方式の見直し
・選挙開票事務の迅速化 開被台の工夫、職員への研修などを行い、開票事務の時間短縮、経費削減を図りました。

・宮崎県議会議員選挙（30分短縮）・串間市議会議員選挙（30分短縮）
・農業委員会委員選挙（30分短縮）

（６）定員管理の適正化および給与等の見直し
・定員管理の適正化 定員管理計画を作成し、平成25年度までに22人の削減を目指します。

退職者の不補充、民間委託などを推進し、組織機構の見直しと併せて定員削減に取り
組んできました。平成19年4月の職員数が394名でありましたが、平成23年4月現在
において373人となっており、21名の減となっています。

（7）情報化の推進
・�職員の情報通信技術活用能力の

向上
効率的な事務執行が行えるよう、事務の標準化と事務フローの見直しを行い、個別稼動
システム（医療費助成、健康管理、児童扶養手当、生活保護）を統合するなど、基幹系
システムの更新を行いました。（平成24年４月から本格稼動）

The main approach situation of "Administrative reform" in 2011 fiscal year

「小さくて効率的な自治体」
の実現に向けて

平成23年度「行政改革」の主な取り組み状況

　行政改革の推進は開かれた地方分権社会の構築を目指すため、市民と行政が協働して最少の経費で
最大の効果を生み出すまちづくりを進めていくことが求められています。
　また、人口の減少、少子・高齢化の進行、社会経済環境の急激な変化に加え、地域主権改革や公務
員制度改革など本市を取り巻く環境は大きく変化しており、財政事情が極めて厳しい中にあって、簡
素で効率的・効果的な行政運営が求められています。
　串間市自立推進行政改革プラン実施計画書の７つの基本項目ごとに、平成 23 年度に実施した行政
改革の主な取り組み状況をお知らせします。
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健康マメちしき
H e a l t h  K n o w l e d g e

著：串間市民病院・内科
医師 早川　学

串
間
市
民
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
早
い

も
の
で
串
間
市
民
病
院
に
赴
任
し
て
三
年
目
に

な
り
ま
し
た
、
早
川
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
皆

さ
ん
に
顔
と
名
前
を
憶
え
て
い
た
だ
け
て
い
る

こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
医
療
の
世
界
で
は
「
昔
は
常
識
と
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
、
現
在
で
は
非
常
識
」
と
い

う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
皆

さ
ん
に
と
っ
て
な
じ
み
の
深
い
事
柄
を
例
に
し

て
、
最
近
の
考
え
方
の
変
化
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
だ
議
論
の
余
地
が
あ
る
内
容
も
あ
り
ま
す

の
で
、
参
考
ま
で
に
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

カ
ゼ
を
ひ
い
た
ら
…

カ
ゼ
を
ひ
い
て
高
熱
が
出
た
と
き
「
温
か
く

し
て
、
汗
を
い
っ
ぱ
い
か
け
ば
熱
は
下
が
る
」

「
熱
が
下
が
る
ま
で
お
風
呂
は
入
っ
ち
ゃ
ダ

メ
」
と
言
わ
れ
、“
お
で
こ
に
冷
た
い
タ
オ
ル

を
の
せ
て
治
療
を
し
た
”
と
い
う
経
験
は
、
だ

れ
し
も
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

私
も
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
そ
う
言
わ
れ
て
育
っ

て
き
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
「
寒
気
が
和
ら
ぐ

程
度
に
体
を
温
め
る
べ
き
で
、
大
量
に
汗
を
か

く
の
は
体
力
を
消
耗
し
脱
水
症
に
つ
な
が
る
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
湯
を
し
な
い

こ
と
・
湯
冷
め
し
な
い
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
、

お
風
呂
に
入
っ
た
り
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
り
す

る
べ
き
で
あ
り
、
何
日
も
お
風
呂
に
入
ら
な
い

方
が
衛
生
上
よ
く
な
い
と
も
言
わ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
ど
う
や
ら
“
お
で
こ
を
冷
や

す
”
の
は
熱
を
下
げ
る
効
果
は
乏
し
い
よ
う
で

あ
り
、
首
筋
や
わ
き
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根

を
冷
や
す
方
が
熱
を
下
げ
る
の
に
効
果
的
な
よ

う
で
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
単
な
る
カ
ゼ
で
あ
れ
ば
数

日
で
回
復
す
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
症
状
が
長
引

い
た
り
、
何
か
お
か
し
い
と
感
じ
た
と
き
は
病

院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
手
洗
い
・
う
が
い
の

励
行
や
食
事
や
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る
な
ど
、

体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
も
日
ご
ろ

か
ら
継
続
し
た
い
も
の
で
す
。

消
毒
は
毒
？

以
前
、
整
形
外
科
・
深
野
木
先
生
か
ら
も
ご

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
で
「
傷
の

治
し
方
」
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
は
「
擦
り
傷
や
切
り
傷
に
は
消
毒
液
を
毎
日

つ
け
て
、
乾
燥
さ
せ
て
か
さ
ぶ
た
を
作
る
と
よ

い
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
そ
の

考
え
方
は
完
全
に
否
定
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い

と
思
い
ま
す
。

「
毎
日
赤
チ
ン
を
つ
け
て
い
る
の
に
、
全
然

傷
が
治
ら
ん
」
と
言
っ
て
受
診
さ
れ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
む
し
ろ
消
毒
液
は
傷
に

は
つ
け
る
べ
き
で
は
な
く
、
毎
日
し
っ
か
り

シ
ャ
ワ
ー
や
お
風
呂
で
き
れ
い
に
し
て
、“
傷

を
乾
燥
さ
せ
な
い
こ
と
”
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

最
近
で
は
薬
局
に
も
「
ハ
イ
ド
ロ
コ
ロ
イ
ド

剤
」と
い
う“
乾
燥
さ
せ
な
い
ば
ん
そ
う
こ
う
”

の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
サ
ラ

ン
ラ
ッ
プ
や
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
活
用
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
の
で
、
傷
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
場
合
は
遠
慮
な
く
外
科
も
し
く
は

整
形
外
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

魚
の
骨
が
の
ど
に
刺
さ
っ
た
ら
、
ご

飯
を
飲
み
込
む
？

こ
れ
も
昔
か
ら
よ
く
聞
く
話
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
し
か
し
、
も
し
魚
の
骨
が
の
ど

に
深
く
刺
さ
っ
て
い
る
場
合
、
ご
飯
の
よ
う
な

固
い
も
の
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
と
ま
す
ま
す

深
く
刺
さ
っ
て
し
ま
い
、
最
悪
の
場
合
手
術
で

取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の

で
す
。

な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
ま
ず
は
水
を

ご
っ
く
ん
と
飲
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
魚
の
骨

が
浅
く
刺
さ
っ
て
い
る
場
合
な
ら
、
こ
れ
で
十

分
に
骨
が
取
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
取
れ
な
い
場

合
は
、
ま
ず
耳
鼻
科
を
受
診
し
て
と
っ
て
も
ら

う
の
が
安
全
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
飯
や
お
も

ち
を
飲
み
込
ん
で
骨
を
と
ろ
う
と
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
ね
。

こ
の
よ
う
に
医
療
の
常
識
も
日
々
変
化
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
何
か
わ
か
ら
な
い
こ
と

や
疑
問
が
あ
っ
た
ら
、
遠
慮
な
く
か
か
り
つ
け

の
先
生
に
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
っ
て
常
識
？
非
常
識
？

Manabu Hayakawa

◎平成２４年第６回串間市議会（９月定例会）審議結果一覧
議案番号 件　　　　　　　　　名 採決結果 議決日

市
　
　
　
　
　
長
　
　
　
　
　
提
　
　
　
　
　
出

報告第  ３  号 平成23年度串間市健全化判断比率の報告について 終 了 9 月18 日

報告第  ４  号 平成23年度串間市資金不足比率の報告について 終 了 9 月18 日

認定第  １  号 平成23年度串間市一般会計歳入歳出決算の認定について 継続審査 9 月18 日

認定第  ２  号 平成23年度串間市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認定について 継続審査 9 月18 日

認定第  ３  号 平成23年度串間市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 継続審査 9 月18 日

認定第  ４  号 平成23年度串間市民病院事業決算の認定について 継続審査 9 月18 日

認定第  ５  号 平成23年度串間市簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について 継続審査 9 月18 日

認定第  ６  号 平成23年度串間市水道事業決算の認定について 継続審査 9 月18 日

認定第  ７  号 平成23年度串間市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 継続審査 9 月18 日

認定第  ８  号 平成23年度串間市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 継続審査 9 月18 日

認定第  ９  号 平成23年度串間市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 継続審査 9 月18 日

認定第 １０ 号 平成23年度串間市物品特別会計歳入歳出決算の認定について 継続審査 9 月18 日

認定第 １１ 号 平成23年度串間市介護保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認定について 継続審査 9 月18 日

認定第 １２ 号 平成23年度串間市介護保険特別会計（サービス事業勘定）歳入歳出決算の認定について 継続審査 9 月18 日

認定第 １３ 号 平成23年度串間市市木診療所特別会計歳入歳出決算の認定について 継続審査 9 月18 日

議案第 ６５ 号 平成24年度串間市一般会計補正予算（第3号） 原案可決 9 月 24 日

議案第 ６６ 号 平成24年度串間市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第2号） 原案可決 9 月 24 日

議案第 ６７ 号 平成24年度串間市民病院事業会計補正予算（第１号） 原案可決 9 月 24 日

議案第 ６８ 号 平成24年度串間市簡易水道特別会計補正予算（第2号） 原案可決 9 月 24 日

議案第 ６９ 号 平成24年度串間市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 9 月 24 日

議案第 ７０ 号 平成24年度串間市公共下水道事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決 9 月 24 日

議案第 ７１ 号 平成24年度串間市介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第2号） 原案可決 9 月 24 日

議案第 ７２ 号 平成24年度串間市介護保険特別会計（サービス事業勘定）補正予算（第１号） 原案可決 9 月 24 日

議案第 ７３ 号 平成24年度串間市市木診療所特別会計補正予算（第2号） 原案可決 9 月 24 日

議案第 ７４ 号 串間市災害対策本部条例の一部を改正する条例 原案可決 9 月 24 日

議案第 ７５ 号 串間市火災予防条例の一部を改正する条例 原案可決 9 月 24 日

議案第 ７６ 号 串間市障害者施策推進協議会条例の一部を改正する条例 原案可決 9 月 24 日

議案第 ７７ 号 平成23年度串間市水道事業の資本金の額の減少について 原案可決 9 月 24 日

議案第 ７８ 号 串間市過疎地域自立促進計画の変更について 原案可決 9 月 24 日

議案第 ７９ 号 宮崎県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 原案可決 9 月 24 日

議案第 ８０ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の同意を求めることについて 原案同意 9 月 24 日

議案第 ８１ 号 教育委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 原案同意 9 月 24 日

議案第 ８２ 号 教育委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 原案同意 9 月 24 日

陳情 陳 情 第 ５ 号 串間温泉いこいの里灯油納入に関する陳情 不 採 択 9 月 24 日

平成24年第６回串間市議会（９月定例会）
９月３日から９月２４日までの日程で開催された平成２４年第６回串間市議会
（９月定例会）の審議結果を下記のとおりお知らせいたします。

市 政 ニ ュ ー ス
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き
な
の
で
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
特
に
魅
力
を
感
じ

る
の
は
太
鼓
の
演
奏
で
す
ね
。
そ
う

い
え
ば
11
月
３
日
に
行
わ
れ
る
市
民

秋
祭
り
の
パ
レ
ー
ド
で
よ
さ
こ
い
踊

り
に
参
加
す
る
の
で
ぜ
ひ
そ
の
光
景

を
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
11
月
６
日
に
ア
メ
リ
カ
の

大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
る
の
で
皆
さ

ん
に
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
共
和
党

の
ロ
ム
ニ
ー
氏
か
、
や
っ
ぱ
り
民
主

党
の
オ
バ
マ
氏
が
勝
つ
で
し
ょ
う

か
？

　

さ
て
、
今
月
の
表
現
は
ア
メ
リ
カ

人
が
よ
く
使
う
も
の
で
、
「
な
る
ほ

ど
」
や
「
理
解
で
き
る
」
と
い
う
と

き
に
使
い
ま
す
。

LibraryKushima
[Book]

日本のことを楽しく学べる一冊。日
本列島の成り立ちや地形・気候など
と動植物の関わり、農水産業や工
業、商業・サービス業等のさかんな
地域と自然の関わり、都市や地方
の特徴・文化を、地図や写真で紹介。

クラスに同じ誕生日の人がいる確
率、車のナンバーで倍数判定、素
数のワンダーランド…。数学は身近
なところにひそんでいる。ページをめ
くる手がとまらない、とっておきの数
学のはなしが満載。

毎年秋の読書週間にあわせて図書館が
刊行している「わたしのすすめる本」が
今年で14冊目となりました。今年は大
人がすすめる本を掲載した「特別版」も
合わせて刊行します。館内等で配布しま
すのでぜひ手にとってご覧ください。

11
月
の
テ
ー
マ
展
示

「
わ
た
し
の
す
す
め
る
本

　
２
０
１
２
」

「
ず
か
ん
百
科

　
地
図
か
ら
わ
か
る
日
本
」

　
学
研
／
著

「
超
・
超
面
白
く
て

　
眠
れ
な
く
な
る
数
学
」

　
桜
井
　
進
／
著

本
「
今
月
の
新
刊
」

●�串間市立図書館☎72-1177● ��開館＝午前10時〜午後６時●�� 休館日＝毎週月曜日http://www.kushima-lib.jp/

●各自治会・施設・団体を対象にした移動図書館の巡回先を募集中●
移動図書館車で巡回し、その場で本を選んでいただき、本の貸し出しや返却を行います。土日も可。

　

だ
ん
だ
ん
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た

ね
。
わ
た
し
は
実
は
秋
が
一
番
好
き

な
季
節
で
す
（
ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ

人
は
そ
う
い
う
人
が
多
い
ら
し
い
で

す
）
。
ち
ょ
っ
と
涼
し
く
な
る
し
、

紅
葉
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
し
、
祭

り
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
し
、
雰
囲
気
が

す
ご
く
い
い
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
で

は
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
学
校
の
次
年

度
が
始
ま
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
も

新
鮮
な
感
じ
が
し
て
少
し
（
少
し
だ

け
！
）
気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
。

　

秋
に
な
る
と
わ
た
し
の
地
元

の
近
く
でC

o
ve

re
d

 B
rid

g
e 

Festival

（
屋
根
付
き
橋
祭
り
）

が
あ
っ
て
、
手
作
り
の
商
品
や
食
べ

物
を
た
く
さ
ん
見
た
り
買
っ
た
り
食

べ
た
り
で
き
る
祭
り
で
す
。
次
に
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
ア
メ
リ
カ
で
か
な
り

大
き
な
祝
日
で
す
ね
。
衣
装
を
着
て

キ
ャ
ン
デ
ィ
を
求
め
人
の
家
を
訪
れ

た
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
衣
装
パ
ー
テ
ィ
し

た
り
お
化
け
屋
敷
に
行
っ
た
り
し
た

く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
11
月
下
旬

にThanksgiving

（
感
謝
祭
）
も

あ
っ
てturkey

（
シ
チ
メ
ン
チ
ョ

ウ
）
と
秋
の
農
作
物
の
盛
り
合
わ
せ

を
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
か
ら
幸
せ

に
な
り
ま
す
ね
。
日
本
に
は
そ
う

い
っ
た
祭
り
や
祝
日
は
あ
ま
り
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
日
本
の
祭
り
も
好

■交流員レポート／第9代国際交流員アレックスの日本体験記

This month's
expression   

今月の表現

道理に適う
make sense

彼の説明は納得できますね。
His explanation makes sense.

インディアナの屋根付き橋

[Pension]

知
年
金

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
保
管
を
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
、
住
民
税

の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
で
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
〜

12
月
31
日
に
納
付
し
た
保
険
料
が
該
当
し

ま
す
。社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
に
は
、

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
必
要
で
す
。

●�

11
月
初
旬
に
送
付
＝
今
年
１
月
１
日
〜

９
月
30
日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見

込
ま
れ
る
額
。

●�

平
成
25
年
２
月
初
旬
に
送
付
＝
年
の
途

中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場
合
な

ど
今
年
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
間
に

今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
。

＊�

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
の
場

合
、
納
付
者
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除

の
申
告
に
加
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

控
除
証
明
書
の
照
会
は
都
城
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
は
期
限
ま

で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
！

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
）。
課
税
対
象
と
な
る
受
給

者
の
方
に
は
、
毎
年
11
月
上
旬
ま
で
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
扶
養
親
族
等
申
告

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
12
月
１
日

の
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
の

年
金
に
か
か
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税

額
が
決
ま
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
方
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

平
成
25
年
分
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が

送
付
さ
れ
る
方

　

65
歳
未
満
は
年
金
額
が
１
０
８
万
円
以

上
の
方
、
65
歳
以
上
は
年
金
額
が
１
５
８

万
円
以
上
の
方
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民
係

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城
年
金

事
務
所
☎
０
９
８
６

−

２
３

−

２
５
７

１

[Info]

伝
募
集

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
の
風
景
と

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
大
募
集
し
て
い
ま
す

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

−

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
は
現

在
、
日
本
人
の
こ
こ
ろ
に
迫
る
30
分
番
組

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」
を
放
送
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
『
秋
の
旅
』
は
和
歌
山
県
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
四
国
・
中
国
地
方
を
経
て

大
分
県
・
宮
崎
県
・
鹿
児
島
県
、
そ
し
て

ゴ
ー
ル
の
沖
縄
県
へ
と
向
か
う
予
定
で

す
。

　

あ
な
た
の
心
に
あ
る
忘
れ
ら
れ
な
い
風

景
や
景
色
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
ぜ

ひ
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

寄
せ
ら
れ
た
お
便
り
を
も
と
に
旅
人

『
火
野
正
平
』
が
地
元
の
人
々
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
、
自
転
車
で
こ
こ
ろ
の
風
景
を

訪
ね
ま
す
。

　

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

＊�

宮
崎
県
内
の
旅
は
、
来
年
１
月
７
日

（
月
）
か
ら
１
週
間
の
放
送
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

番
組
詳
細

●�

タ
イ
ト
ル
＝
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

（
２
０
１
２
『
秋
の
旅
』）

●�

放
送
日
時
＝
９
月
24
日
（
月
）
〜
平
成

25
年
２
月
３
日
（
日
）

＊
月
〜
金
曜
＝
午
前
７
時
45
分
〜
８
時

＊
土
・
日
曜
＝
午
前
11
時
〜
11
時
59
分

お
便
り
の
応
募
は
こ
ち
ら

●�

記
載
内
容
＝
①
住
所
②
名
前
③
電
話
番

号
④
性
別
⑤
年
齢
⑥
思
い
出
の
場
所
・

風
景
⑦
場
所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

（
写
真
も
大
歓
迎
）

●
応
募
方
法

次
の
い
ず
れ
か
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

＊
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
…

　

�http://w
w
w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

へ
ア
ク
セ
ス

＊
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
ら
…

　

03

−

３
４
６
５

−

１
３
２
７
へ

＊
お
便
り
で
…

　

�

〒
１
５
０

−

８
０
０
１
（
住
所
不
要
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
へ

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
☎
０
５
７
０

−

０
６
６

−

０
６

６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

岳飛伝２（北方謙三）殺人山脈（梓林太
郎）ラナンキュラスの微笑（斎藤栄）ファ
ンタズム（西澤保彦）青い森の国（菊
地秀行）ヴぁんぷ！（成田良悟）オレン
ジ色のステッキ（赤川次郎）水のかたち
（宮本輝）アスクレピオスの愛人（林真
理子）逆浪果つるところ（逢坂剛）ソロ
モンの偽証２（宮部みゆき）犬とハモニ

カ（江國かおり）エストニア紀行（梨木
果歩）空より高く（重松清）春霞ノ乱（佐
伯泰英）八丁堀育ち（風野真知雄）仮面
の殺意（太田蘭三）この君なくば（葉室
麟）自殺の国（柳美里）満月ケチャップ
ライス（朱川湊人）彼女の時効（新津き
よみ）さようなら、猫（井上荒野）ホイッ
スル（藤岡陽子）煽動者（石持浅海）

自宅が近所
なのでよく利用し

ています。孝希は乗り
物の本が大好きで、最近は
自分で本棚から選んできて
読んでいます。本を読んで、
色んなことを勉強してほし
いですね。

福島地区・東町
城戸愛希さん・
　　孝希くん

図書館に
来ました

【お詫びと訂正】　先月号の当ページでお知らせしました和田心くんの読みは『こころくん』ではなく『しんくん』の間違いでした。お詫びして訂正いたします。
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＊時間＝午前９時半〜正午まで
●�場所＝串間市総合保健福祉セン
ター
＊�昨年と会場が異なります。ご注
意ください。
●�参加料＝１００円（子どものみ）
＊当日、お支払いください。
＊�参加するには『整理券』が必要
です。各保育所（園）・幼稚
園・福祉保健課（子育て支援
係）にてお受け取りください。
●内容
◎�大型紙芝居・パネルシアター
（10時〜10時半）
◎�赤ちゃん体操・ハイハイ競争
（10時半〜10時50分）
◎�ヤクルト社・食育お話しコー
ナー（11時〜11時半）
◎�アンパンマンとの握手会・記念
撮影（11時半〜正午）
◎�親子でつくろう、記念に残そう
足形・手形、お菓子のつかみど
りコーナー（９時半〜11時半）
＊�この事業は健康マイレージポイ
ント対象事業です。
●�問い合わせ先＝親子リズム子育
ての会（児玉さん）☎72−２
２３０

　地球環境や串間の自然のことを
もっと楽しく知ってみませんか？
　ぜひ、ご来場ください。
内容
◎環境功労者表彰
◎�みずべ愛（環境浄化微生物）作成
◎環境講演会
・�演題＝「本城干潟・世界の環境
問題について」
・日時＝11月23日（金・祝）
＊時間＝午後１時半〜４時
◎�場所＝串間市総合保健福祉セン
ター研修室
◎入場料＝無料
◎�問い合わせ先＝市民生活課環境
保全係☎内線２５４

　自動車事故対策機構では交通事
故被害者援護のため、次の支援を
行っています。
交通遺児等育成資金の貸付
◎�対象＝自動車事故により死亡ま
たは重度の後遺障害が残った方
の子ども（０歳〜中学卒業ま
で）であり、保護者の生活状況
が一定の要件（住民税非課税）
に合致する方。
◎�貸付金額＝月額２０，０００円
＊�このほか、一時金１５５，００
０円（貸付開始時）、小・中学
校入学時に入学支度金４４，０
００円あり。
◎�貸付期間＝貸付決定の日から中
学卒業の月まで。
◎利子＝無利子
◎�返還方法＝一括または20年以
内の均等割賦（月賦・半年賦・
年賦）を選択。
介護料支給
◎�対象者＝自動車事故で脳・脊
髄・胸腹部臓器を損傷、重度の
後遺障がいを持ち、常時または
随時の介護が必要となった方。
◎支給額（月額）
・�常時要介護の方＝５８，５７０
円〜１３６，８８０円
・�随時要介護の方＝２９，２９０
円〜５４，０００円
＊詳細はお問い合わせください。
◎�問い合わせ先＝自動車事故対策
機構宮崎支所☎０９８５−53
−５３８５

　簿記の基礎を学習し、経営管理
能力を身につけ、日商簿記３級の
受験を目指します。
◎�期日＝12月３日〜平成25年３
月28日　午後７時半〜９時半
＊�毎週月曜・木曜（祝日・年末年
始は除く）

◎�受講料＝３８，０００円
＊税・教材費込み（入校時納入）
◎�募集人員＝20名（５名以上開講）
＊定員になり次第締め切ります。
◎募集締切＝11月26日（月）
◎�その他＝講座修了後、日商簿記
３級の検定受験可。
＊検定料は個人負担です。
◎�問い合わせ先＝日南高等職業訓
練校☎２２−２６３３

　下記のとおり、年忘れミニテニ
ス交流大会を開催します。
●日時＝11月25日（日）
＊�午前８時半〜正午（受付は８時）
●会場＝串間市民総合体育館
●種目＝ダブルス、個人戦
＊�試合は抽選により複数のグルー
プに分け、ペアは１試合ごとに
変わる方式で実施。
初心者大歓迎
　初心者の参加多数時には、初心
者の部を設けます（道具貸出あり）。
●参加資格＝串間市民であること
●参加料＝３００円
●申込締切＝11月17日（土）
●�申込・問い合わせ先＝串間市ミ
ニテニス協会代表・河野さん☎
72−３８２５、串間市体育協
会事務局河野さん（教育委員会
事務局内）☎内線３８０

　「こどもまつりは毎年やって
ね」という声がいっぱい！
　今年は、思う存分親子のスキン
シップが図れるように、楽しい遊
び・親子でつくる手づくりコー
ナーなど盛りだくさんです。お父
さんもお母さんも子どもも、いっ
ぱい友だちを作って楽しい思い出
の日にしましょう。
●日時＝11月18日（日）

お知らせのページに掲載を希望する
かたは、希望する発行日の 20 日前
までには情報政策係にお送りくださ
い。

お願い

お知らせの
ページ
市役所の代表電話☎0987ー72ー1111

Information
＊�土・日曜＝午前10時〜午後５時
◎�相談対応者＝人権擁護委員、法
務局職員

◎�問い合わせ先＝女性の人権ホッ
トライン専用電話☎０５７０−
０７０−８１０

無料弁護士相談
　11月17日（土）・18日（日）
は、弁護士が無料面接相談に応じ
ます。
＊10月12日より予約を開始。
◎�予約・問い合わせ先＝宮崎地方
法務局人権擁護課☎０９８５−
22−５１２４

　毎月20日は畜舎などの消毒を
徹底しましょう。
・畜舎入口への石灰散布
・踏み込み消毒槽の設置
・畜舎の消毒
飼養衛生管理基準を守っています
か？
①�定期的な畜舎・器具の消毒・清
掃の実施

②畜舎出入り時の手指などの消毒
③外部からの人・車両の進入制限
④外部からの導入家畜の隔離
　伝染病から家畜の命を守るのは
あなた自身です。口蹄疫の教訓を
生かし、日本一安全・安心な畜産
を目指しましょう。
◎�問い合わせ先＝農林水産課☎
内線４２３

　串間市および日南市の給与等の
源泉徴収義務者の方を対象に、年
末調整事務の説明会を開催します。
◎日時＝11月20日（火）
・１回目＝午前10時〜正午
・２回目＝午後１時半〜３時半
＊都合の良い回にご出席ください。
◎�場所＝南郷ハートフルセンター
文化会館大ホール

◎�問い合わせ先＝日南税務署法人
課税部門☎22ー３６７４

　男女共同参画社会づくりの推進
を目的に、男女共同参画フォーラ
ムを開催します。
　講師は福岡県男女共同参画セン
ター「あすばる」前館長の中嶋玲
子さんとＮＰＯ法人人間関係アプ
ローチ宮崎きらきら代表の辰身信
子さんです。
　参加希望の方はご連絡下さい。
◎日時＝11月17日（土）
＊午前10時〜午後零時50分
◎�場所＝串間市総合保健福祉セン
ター２階　研修室
◎内容
・第１部＝基調講演
・第２部＝ワークショップ
◎入場料＝無料
◎�問い合わせ先＝総合政策課協働
推進係☎内線３３５

　宮崎県最低賃金は、本年10月
26日から「時間額６５３円」に
改正されました。最低賃金は臨
時・パート・アルバイトなど県内
で働くすべての労働者に適用され
ます。
◎�問い合わせ先＝宮崎労働局労働
基準部賃金室☎０９８５−38
−８８３６

　労働者（アルバイトを含む）を
１人でも雇っている事業主は、労

働保険（労災保険・雇用保険）に
加入する義務があります。
　11月は「労働保険適用促進強
化期間」です。労働保険未手続き
の事業主は、自主的に加入手続き
をしましょう。
　加入手続きは、最寄りの労働基
準監督署またはハローワークへご
相談下さい。
◎�問い合わせ先＝宮崎労働局☎
０９８５−38−８８２２

　理容・美容店、クリーニング店、
飲食店のお店選びは厚生労働大臣
認可のＳマーク登録店でどうぞ!!

　Ｓマークは、厚生労働大臣認可
の標準営業約款に従って営業して
いるお店です。このＳマークを店
頭に表示しているお店なら「安
全」「清潔」「安心」が保証され、
皆さまの信頼できるお店選びの大
きな目安となります。
　また、万一の場合、事故賠償基
準に基づいた補償が受けられます。
◎�問い合わせ先＝（財）宮崎県生
活衛生営業指導センター☎０９
８５−25−１４６６

女性の人権ホットライン
　宮崎地方法務局および宮崎県人
権擁護委員連合会では、女性の人
権問題専用の相談電話「女性の人
権ホットライン」を設置していま
す。強化週間中は、平日の時間を
延長し、土・日曜にも相談に応じ
ます。お気軽にご相談ください。
◎�強化週間＝11月12日（月）〜
18日（日）
◎相談受付時間
＊平日＝午前８時半〜午後７時

全国一斉！
「女性の人権ホットライン」
強化週間

平成24年度年忘れ
ミニテニス交流大会参加者募集

毎月20日は
『県内一斉消毒の日』です

平成24年分給与所得分
年末調整事務説明会 第３回こどもまつり

〜みんなあつまれ！〜

お知らせ

募　集

イベント

串間市男女共同参画フォーラム
お店選びはＳマーク登録店で！

最低賃金が改正されました

労働保険の手続きは
お済みですか

第３回串間市環境フェア開催

交通事故被害者を支援します

夜間簿記科受講生募集

厚生労働大臣認可

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
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このページは読者の皆さんからの
声にふれあう場です。

いろいろな声をお寄せください。

読者のページ
くしまにあ
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老
後
のい
ま
し
め

●
百
野
達
夫
さ
ん

家
族
同
士
や
隣
近
所
の
人
た

ち
と
仲
良
く
暮
ら
す
た
め

の
処
世
訓
な
る
記
事
が
あ
っ
た
の

で
、
さ
つ
ま
弁
入
り
で
披
露
す
る

こ
と
に
し
た
。

①�

年
を
と
っ
た
ら
出
し
ゃ
ば
ら
ず
、

憎
ま
れ
口
に
泣
き
ご
と
に
人
の

蔭
口
、
愚
痴
を
言
わ
ず
、
他
人

の
こ
と
を
よ
く
褒
め
て
、
聞

か
れ
た
ら
教
え
て
あ
げ
て
も
、

知
っ
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
ん

ふ
り
。

②�

勝
っ
た
ら
い
か
ん
、
負
け
や
ん

せ
。
い
ず
れ
お
世
話
に
な
る
身

な
り
。
若
い
も
ん
に
は
花
も
た

せ
、
一
歩
さ
が
っ
て
譲
る
の
が

円
満
の
コ
ツ
じ
ゃ
っ
ど
。

③�

お
金
の
欲
を
捨
て
や
ん
せ
。
な

ん
ぶ
カ
ネ
あ
っ
た
と
て
死
ん
だ

ら
持
っ
て
い
か
な
ら
ん
。
あ
の

人
よ
か
人
じ
ゃ
っ
た
な
と
、
そ

ん
な
に
人
か
ら
言
わ
れ
る
よ
う

世
間
や
社
会
の
人
々
に
、
生
き

て
る
う
ち
に
バ
ラ
ま
い
て
…
。

④�

と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
表
向
き
。

本
当
は
ゼ
ニ
を
離
さ
ず
に
、
死

ぬ
ま
で
金
は
し
っ
か
り
持
っ
て

お
い
や
ん
せ
。
金
さ
え
あ
れ
ば

他
人
で
も
最
後
ま
で
見
て
く
れ

る
。
内
緒
じ
ゃ
っ
ど
ん
本
当
よ
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
い
い
こ
と
よ
。

勝
ち
負
け
忘
れ
て
元
気
よ
く
、
年

寄
り
同
士
仲
良
く
て
、
今
日
も
感

謝
で
暮
ら
そ
う
よ
。

楽
し
く
長
生
き
を
す
る
た
め
の

コ
ツ
で
す
ね
。
軽
快
な
さ
つ
ま
弁

で
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
れ
も
、
周
囲
と
の
人
間
関
係

を
良
好
に
保
つ
た
め
に
必
要
な
こ

と
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

す
。
百
野
さ
ん
の
教
え
の
と
お
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
り
で
、
み
ん

な
が
笑
顔
に
な
れ
ま
す
。
そ
の
こ

と
に
１
人
で
も
多
く
の
人
が
気
づ

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
優

し
い
社
会
に
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

今
月
号
の
ま
ち
の
話
題
の
コ
ー

ナ
ー
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
木
島
さ
ん
の
言
葉
で
印

象
に
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。「

人
間
関
係
は
す
べ
て
、
あ
い

さ
つ
が
基
本
。
あ
い
さ
つ
が
で
き

れ
ば
、
人
間
関
係
は
大
丈
夫
な
ん

で
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
最
近

は
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な

こ
と
の
積
み
重
ね
が
大
事
な
の
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

百
野
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
、
い
つ
も
『
感
謝
』
を
忘
れ
ず

に
生
活
し
た
い
も
の
で
す
。

幸
島
の
ボ
ス
ザ
ル
の
名
前

●
タ
ン
ポ
ポ
さ
ん

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
幸
島
の
ボ
ス
ザ

ル
、
ホ
タ
テ
が
今
月
中
旬
ご
ろ
よ

り
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
の
こ

と
。
多
分
育
て
の
親
で
も
あ
っ
た

三
戸
サ
ツ
エ
さ
ん
の
住
む
黄
泉
の

国
へ
と
旅
立
っ
た
ん
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
今
度
は
８
代
目
の
ボ
ス

は
カ
バ
が
昇
格
し
た
と
の
こ
と
で

す
ネ
。
な
ん
と
サ
ル
の
名
前
っ
て

面
白
い
ナ
ァ
と
思
い
ま
し
た
。
ち

な
み
に
ホ
タ
テ
は
、
わ
た
し
の
知

る
限
り
貝
の
一
種
だ
と
、
ま
た
カ

バ
は
あ
の
口
の
大
き
い
動
物
だ
と

思
う
と
面
白
お
か
し
く
っ
て
１
人

で
大
笑
い
し
ま
し
た
。

１
０
１
頭
の
群
れ
の
約
60
頭
を

率
い
て
、
優
し
い
性
格
の
カ
バ
が

ボ
ス
ザ
ル
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
活

躍
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い

も
の
で
す
。

幸
島
の
サ
ル
の
名
前
、
大
変
面

白
い
で
す
よ
ね
。
歴
代
の
ボ
ス
ザ

ル
の
名
前
を
京
都
大
学
野
生
動
物

研
究
セ
ン
タ
ー
幸
島
観
察
所
に
聞

い
て
み
ま
し
た
。
初
代
か
ら
、
カ

ミ
ナ
リ
、
セ
ム
シ
、
ナ
ベ
、
ゲ
シ
、

ノ
ソ
、
ケ
ム
シ
、
ホ
タ
テ
、
カ
バ
、

と
の
こ
と
で
す
。
最
近
は
、
オ
ス

は
動
物
の
名
前
、
メ
ス
は
植
物
の

名
前
を
付
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

明
確
な
基
準
は
な
か
っ
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
そ
の
名
前
が
似
合
っ

て
く
る
の
が
不
思
議
で
す
よ
ね
。

育
て
の
親
で
あ
る
三
戸
サ
ツ
エ

さ
ん
。
宮
崎
県
文
化
賞
、
文
化
功

労
部
門
の
受
賞
が
決
定
し
、
11
月

６
日
に
は
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
ご
ろ
、
ホ
タ
テ
と
天
国
で
よ
ろ

こ
び
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

視
覚
障
害
者
福
祉
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

●
住
本
広
光
さ
ん

わ
た
し
た
ち
視
覚
障
害
者
福

祉
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
調

理
体
験
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
を

通
じ
て
互
い
の
親
睦
を
深
め
る
と

と
も
に
、
自
立
と
社
会
参
加
を
目

指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
高
齢
化
や
社
会
情
勢

の
変
化
に
伴
い
、
会
員
の
減
少
が

進
み
、
社
会
的
存
続
が
難
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
年
12
月
ま
で
入
会
希

望
者
が
な
い
場
合
、
来
年
３
月
を

も
っ
て
解
散
を
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
会
員
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
ま
こ
と
に
残
念
な
状
態
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
過
疎
化
も
進

ん
で
お
り
、
同
じ
障
が
い
を
理
解

し
あ
え
る
チ
ャ
ン
ス
も
減
り
つ
つ

あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
マ
マ
に
早
く
会
い
た
か
っ
た

か
ら
早
く
生
ま
れ
た
と
よ
。
マ
マ

の
お
腹
せ
ま
か
っ
た
か
ら
仕
方

な
い
わ
」
っ
て
笑
顔
で
。「
マ
マ
、

気
に
し
な
く
て
い
い
よ
」
っ
て

言
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
、
わ
た
し

の
中
の
葛
藤
が
一
気
に
溶
け
て
い

き
ま
し
た
。
最
近
、
息
子
が
わ
た

し
に
「
マ
マ
、
絶
対
死
な
な
い
で

ね
。
マ
マ
大
好
き
だ
か
ら
」
と
寝

る
前
に
言
い
ま
す
。

子
ど
も
っ
て
本
当
に
『
宝
物
』

だ
な
っ
て
思
い
ま
す
。

ふ
た
り
の
子
ど
も
た
ち
を
、
死

ぬ
ま
で
大
切
に
育
ん
で
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
と
娘
さ
ん
。
お
互
い

を
思
い
や
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま

す
。
娘
さ
ん
は
、
お
母
さ
ん
に

「
ご
め
ん
ね
」
と
言
わ
せ
た
く
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
そ
し
て

本
当
に
、
お
母
さ
ん
に
早
く
会
い

た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
娘
さ

ん
と
息
子
さ
ん
、
ふ
た
り
と
も

sm
ile

マ
マ
さ
ん
と
親
子
に
な
れ

て
よ
か
っ
た
！ 

と
心
の
底
か
ら

思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
育
児
は
育
自
」。
こ
れ
か

ら
も
お
互
い
を
大
切
に
育
ん
で
い

か
れ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
最
近
で
は
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
利
用
に
よ
り
情
報
環
境
の
改
善

が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ

ら
の
操
作
方
法
は
専
門
的
な
知
識

や
環
境
を
必
要
と
し
ま
す
。
新
し

い
技
術
に
即
応
し
た
情
報
交
換
の

場
と
し
て
も
存
続
さ
せ
て
い
き
た

い
と
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

視
覚
障
が
い
に
お
け
る
生
活
上

の
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
、

ま
た
友
だ
ち
づ
く
り
を
し
た
い
方

は
ご
一
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
市
内
で
の
行
事
に
参
加

さ
れ
る
際
に
は
、
事
業
者
へ
の
登

録
に
よ
り
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
に
よ

る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
う
け
る
こ
と

も
可
能
と
な
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝

　

☎
72–

８
３
５
５（
住
本
さ
ん
）

視
覚
障
害
者
福
祉
会
か
ら
の
切

実
な
お
願
い
で
す
。
ま
わ
り
に
障

が
い
を
持
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
お
声
が
け

を
さ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
の
か
け
が
え
の
な
い

大
切
な
子
ど
も
た
ち

●sm
ile

マ
マ
さ
ん

わ
た
し
に
は
８
歳
に
な
る
娘

が
い
ま
す
。
最
近
で
こ
そ
、

よ
う
や
く
育
児
＝
育
自
を
楽
し

め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
け
ど

…
娘
が
生
後
６
ヵ
月
く
ら
い
の

時
に
自
分
で
も
ど
う
し
た
ら
い

い
か
、
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い

精
神
状
態
に
陥
り
す
ご
く
苦
し

い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
娘
に
ハ
ン
デ
を
負

わ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
逆
子
の

ま
ま
脚
か
ら
生
ま
れ
た
し
、
２
ヵ

月
も
早
産
だ
っ
た
せ
い
も
あ
り
、

生
ま
れ
た
直
後
は
仮
死
状
態
。
娘

の
生
命
力
と
ド
ク
タ
ー
や
ス
タ
ッ

フ
さ
ん
た
ち
の
最
善
の
努
力
で
蘇

生
し
ま
し
た
が
退
院
時
に
検
査
の

結
果
、
未
熟
児
性
の
先
天
性
難
聴

が
判
明
し
ま
し
た
。

娘
は
左
耳
が
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え

て
い
ま
せ
ん
。
幸
い
右
耳
が
正
常

に
聞
こ
え
て
い
る
の
で
生
活
に
は

今
の
と
こ
ろ
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
は
娘
の
７
歳
の
誕
生
日
に

『
お
め
で
と
う
』
と
『
あ
り
が
と

う
』
と
『
ご
め
ん
ね
』
を
伝
え
ま

し
た
。

「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
パ
パ

と
マ
マ
の
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
て
く
れ

て
、あ
り
が
と
う
。左
の
お
耳
、ち
ゃ

ん
と
聞
こ
え
な
い
ま
ま
生
ん
で
ご

め
ん
ね
」
と
伝
え
ま
し
た
。
す
る

と
娘
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。

じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

◎伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
◎Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

メッセージ・写真投稿コーナー
お誕生のお祝いや、感謝の気持ちをメッセージにして贈りませんか。また、
あなたが撮影した写真（人・風景・ペットなんでも可）もぜひ、お送りください。

秋の風景をぱちり。写真は、都井岬の風景です。
暑い夏が過ぎ、馬ものびのび草を食べていました。また、
彼岸花もちらほら咲いていましたよ。秋を感じに都井岬に
ドライブ♪どうでしょうか！

●珊瑚さん

【お詫びと訂正】　先月号の当ページでご紹介した『河野浩康さん』は『河野浩秦さん』の間違いでした。
  お詫びして訂正いたします。
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◎
藤
原
孝
浩

「
く
」し
ま
の
ま
ち
を「
し
」っ
て

も
ら
う「
ま
」ち
づ
く
り
を
！

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行

（No.922/2012.11）

F R O M  E D I T O R ' S

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいか
しましょう。

1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明
るいまちをつくりましょう。

1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな
住みよいまちをつくりましょう。

1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こ
どもに夢と、しあわせをあたえましょう。

1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

◎市の木/そてつ◎市の花/かんな
◎市の鳥/めじろ◎市の花木/山桜

◎人口 19,841人（前月比-33人）
　男9,183人　　女10,658人
　世帯数8,375世帯

市民
憲章

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

おたより待ってます
◎�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、

掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなたの身近
な出来事、何でも好きなことを書いてください。

（平成24年10月１日現在）
＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

今年４月に発足した『大束エイサー部』
（顧問・三角順子教諭）。部員は３〜６年生

までの計30人で『桜エイサー太鼓』の分
わけ

衛
え

勇介さん（日南市）指導のもと、日々練習に
励んでいます。この秋、週に１度は市内外の
祭りや福祉施設で舞いを披露。多忙を極

めています。部長の野辺郁
ふみ

哉
や

くん（６年）は
エイサーについて「見どころは元気いっぱ
いなところ。あと『カチャーシー』という手踊り
は見ている人も簡単に踊れるので、一緒に
楽しんでほしい」と笑顔で話してくれました。

大束エイサー部のみなさん

かごっまふるさと屋台村を視察。素
敵な出会いがあった。鉄板焼き屋

を経営する 24 歳の女性経営者だ。「まず
はわたしたちが楽しむこと。楽しい気持
ちはお客さんに自然に広がるんです」彼
女の笑顔に多くのことを教わった。（シ）

10月は市内各地でイベントが目白押
しだった。仕事柄、お邪魔する機

会は多いが、ほとんどが『参加者』でな
く『取材者』としての立場。ときには仕
事を忘れ、家族で参加したい。空しさを
感じるのは深まった秋のせいかな…（サ）

ふじわらたかひろ
（28歳）
京都府長岡京市生ま
れ。中高６年間、鹿
児島で育つ。東京大
学農学部を卒業後、
同大学大学院農学
生命科学研究科の
修士課程を修了。昨
年４月農林水産省に
入省し、現在、水産
庁資源管理部国際
課で大西洋・インド洋
の漁業管理機関に
関する業務を担当。

Profile

随　想

正直なところ、最初に研修先を聞いたとき、こう思った。
「“くしま”って、どこやねん？」ネットで調べてみると宮

崎の南端で、鹿児島と隣同士の市とのこと。なんとなく、安
堵した。というのも、希望とかけ離れた所に派遣されることで
有名な漁村派遣研修だからだ。入省２年目の職員が農林
水産業の現場へ赴き、身をもって体験することで今後の業務
に活かすという趣旨の研修であり、９月の１カ月、都井は立宇
津の小型定置網漁業者さんのところでお世話になりました。
　初日、せっかく見知らぬところを訪れるのだからと、前知識
を入れずに来てみると、想像以上に田舎だった。悪い意味
ではない。どこを見渡しても海と山に田畑と自然のオンパレード。
日ごろ目にしていないせいか、どれも新鮮に映り、澄んだ空気
とともに身に沁みた。訪れた瞬間から感動しているのに、更な
る衝撃が…。滞在先は都井岬ということで、ご納得いただけ
るだろう。車の前に馬が！ 最高の出だしである。
　研修の１日は毎朝４時ごろ出港し、せっせと網を揚げ、お
魚さんをとる。今年の９月は盛漁期ではないものの、日が進む
につれてとれる魚が変わるというおもしろい時期にあたり、多種
多様な魚と出会うことができた。港に帰ると、今度は隣町の
目井津漁港の市場へと運ぶ。産地の市場は漁業者さんの
持ちよる魚種によって営まれている漁法を透けてみることができ、

非常に興味深い経験ができた。
　午前の残りと午後は釣りや網の補修、網についた牡蠣殻
落とし（これは得意！）など。まだまだ強い日差しの下で真っ黒
にこげました。そして、夜はおいしいお魚を腹いっぱい味わう。
これも重要な研修のひとつです（笑）。
　こうした漁業の体験だけではなく、ブリの養殖場や加工場
など水産施設の見学のほか、第２高畑山や赤池などへも足
を延ばし、串間のまちを存分に満喫。
　非常に貴重な体験を通し、串間には多くの魅力が詰まって
いることも知った。ただ一昔前には観光地として非常に有名
であったが、今では…。という話をよく聞いた。決して観光資
源に乏しいわけではない。地域を活性化させるには？
　気になったことがひとつ。横のつながりである。各方面にパ
ワフルなプロが数多くおられる。若く行動力のある方ともたくさ
んお会いした。しかし、連携がうまくいっていない。特に情報
発信の面で。友人に串間の話をするとだれもが行きたいという
が、話を聞く前から知っていた人はいない。もったいない。わ
たし自身の課題でもあるが、官民や業態にとらわれず、一致
協力することが一番の近道ではないでしょうか。
　多くの方に大変お世話になり、ありがとうございました。必
ず再訪いたしますので、またお会いできることを楽しみに。

都井岬　秋のフォトコンテスト
　都井岬の自然風景・野生馬・植物・昆虫の写真など、お１人２
枚までご応募いただけます。
●応募締切＝12月28日（金）＊消印有効
●�結果発表＝平成25年１月11日（金）午前10時に「岬の駅」都

井岬ホームページにて発表。受賞者には直接ご連絡します。
●作品展示＝１月12日（土）〜31日（木）岬の駅１Ｆロビー
●応募形態
・�作品はすべて印画紙（銀塩タイプ・インクジェット両方可）に

よるプリント。
・サイズはＡ４・２Ｌサイズのみ。
・カラー、モノクロ両方可。
・単写真のみ（組写真は不可）
・10月１日以降に撮影されたものに限る。
・都井岬の自然風景、野生馬、植物、昆虫などの写真を募集。
＊�作品の裏面に、住所・氏名・年齢・連絡先・撮影場所・作品の

タイトルをご記入したものを貼付してください。

●�応募・問い合わせ先＝〒８８８−０２２１串間市大字大納字御
崎42−３「岬の駅」都井岬「℡76−１１１１

『といくんみさきちゃん』を応援しよう！
　ゆるきゃらグランプリ２０１２で現在、都井岬のゆるキャラ
『といくんみさきちゃん』が８，５００票を集
め、全国62位の位置につけています。
　町おこしの一環で全国の自治体が前年優勝
「熊本のくまモン」の勢いを目の当たりにし、力
を入れています。
　投票は11月15日まで毎日、パソコン・携帯から応募可能。とい
くんみさきちゃんにぜひ、投票をお願いします。
＊最初に登録を済ませれば、毎日投票することができます。
　　　　　左記、ＱＲコード
　　　　　をご利用ください！

「 岬 の 駅 」都 井 岬 イ ベ ン ト 情 報

TEL 0987-76-1111「岬の駅」都井岬
m i s a k i s t a t i o n   t o i m i s a k i

読者プレゼ
ント

お便りをくださった方の中から抽選で２名様に『レ

ストランお食事券（春駒松花堂弁当)』をプレゼント。

※応募締切は11月30日㈮当日消印有効です。

早朝の水揚げ風景。
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秋の風物詩、コスモス。〜西方地区にて〜

＊短歌、俳句の投稿は
■短歌  野辺 俊子さん（☎72-3300）
■俳句  本田 幾男さん（☎72-5280）
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